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平成 28年第三回定例会が終わりました。毎年第三回定例会では前年度の決算について、各委員会内で

多くの質疑が交わされます。今定例会に挙げられた議案や一般報告の中から報告します。 

 

☆「保育所整備補助事業補正予算」（平成 28年度一般会計予算補正予算） 

 衣笠地区の保育所増築（定員 20人増）、追浜地区保育所分園

新設（定員 20 人増）への補助が補正予算にあげられました。

教育福祉常任委員会内で質問したところ、この定員増により、

次年度 4 月 1 日の待機児童はゼロになる見通しとのことです。

今年度は待機児童 19 名、保留児童（保育所に申し込んだが希

望のところに入所できなかった児童）119 名でした。今回の定

員増で、保留児童も一部解消できる見込みのようです。 

 

☆「横須賀市立学校学期検討委員会条例制定について」 

 本市では平成 21年度より市立学校で 2学期制を導入しています。授業時間の確保や長いスパンで子

どもたちを見ることができるといった一方、評価のあり方など、2学期制の課題も見えてきたようです。

そこで、新たな学期制の検討を始め、平成 32年度、新たな学期制を完全実施する予定となっています。 

 

☆平成 27年度決算より 

 【健康部】平成 27年度から中央斎場使用料を市民からも徴収するようになりました。それによる増

収額は 4,482万 8,500円になりました。 

【福祉部】平成 27年 7月から身寄りのないひとり暮らしで、収入の少ない高齢者を対象に、没後の問

題を整理し、生前意思に沿った計画を作成するエンディングプラン・サポート事業を実施。決算額は

7,428円。平成 27年度中に相談に来たのは本人 72名、その他心配をした親族や知人 17名。そのうち

実際登録に至ったのは 5件、準備中が 7件。身寄りのない方が安心して本市で最期まで暮らせるよう

今後も続けて欲しい事業です。 

【教育委員会】学力向上の推進事業として土曜学習の推進、プログラミング教室、家庭学習推進、市

総合高校でのサテライト授業等を実施。学力向上放課後教室サポートティーチャーの配置（計 186

人）にも力を入れ、186人分の報酬の決算額は 6974万 4835円でした。 

【こども育成部】学童クラブ助成事業に 3億 4746万 3080円。学童クラブは保護者運営、利用料の高

さなど課題が大きいです。市内 6校に設置されていたわいわいスクールのうち、3校が終了し、次年

度からはそこへ学童クラブが入る予定です。子どもの安全な放課後の居場所づくりは、現場の声を聞

きつつ着実に進めていかねばなりません。 
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☆一般質問報告☆ 

 ①投票率向上 ②「英語が学べるまち」 ③空き家対策 ④ひきこもりの就労支援 について、質

問の一部を報告します。 

問：商業施設など人の集まる場所へ、市町村区域内のいずれの投票区の人も投票できる共通投票所の

設置を検討してはどうか。 

答（選挙管理事務局長）：急な解散等の選挙対応が難しい。予算も踏まえて検討したい。 

 

問：インターナショナルスクール誘致の進捗状況はいかがか。 

答：インターナショナルスクールオブサイエンスが YRPで去年からサマースクールを開講し、今後学

校設立のための賛同者を募っている。必要な支援をしていきたい。 

 

問：市内にある空き家の総戸数は 2万 8800戸以上。うち戸建て空き家

は 1万以上。空き家対策と子育て世代の定住促進のため、子育てファミ

リー等応援住宅バンク助成制度がある。今は中学三年生までの子どもが

いる世帯と、夫婦ともに 40歳未満の世帯が対象だが、この制度の対象

拡大は考えているのか。 

答:今年度から市内からの転入や、夫婦ともに 40歳未満の世帯へも対象

を拡大したところ、少しずつ成果が出てきている。今後対象年齢の拡大

も、前向きに考えたい。 

 

問：本市は平成 26年度から 3か年にわたり市民協働事業として、ひきこもりの就労を支援する社会的

居場所づくりを行ってきた。今後ひきこもりの就労及び自立支援のための就労準備支援センター等の

拠点を設置してはいかがか。 

答：ひきこもりが長く続くと、生活保護を受給する可能性もある。ひきこもりの就労を支援すること

は、自立に有効であり、当事者にも市民にもメリットがある。就労準備支援センターは意義があるの

で前向きに考えたい。 

☆中学校完全給食実施等検討特別委員会 

 上記の委員会メンバーとなりました。中学校完全給食が決まったものの、その方式や実施時期につ

いては未定です。今は、中学校の現地調査や自校方式、センター方式、親子方式（小中学校分を一緒

に小学校の給食室で作る）の比較等を業者に委託して調査しているところです。調査の最終報告は平

成 29年 3月 10日に出てきます。今後特別委員会の報告も、随時していきます。 

 

 

 

 

 

おばたさおりプロフィール 

1985年 10 月 3 日生まれ。31歳。平作小、池上中、横浜市立金沢高校卒業。ディアブロバレーカレッジを経

て、カリフォルニア大学ロサンゼルス校（ＵＣＬＡ）卒業。学習塾、フリースペース勤務を経験。児童養護

施設や市内小学校でのボランティアも経験。2015年横須賀市議会議員選挙にて 5625票を得て、当選。 

＜ご意見、ご相談、ご質問など、皆様からのお声をお待ちしています！＞ 

移動事務所：０８０－１１６１－４０３１または info@obatasaori.com 

ブログも更新中です！「おばたさおり」で検索してみてください。 


